
の稀繹が適當であるか を槍討 してみた。

しか しこれ らの成績は塵理方法も一定 していな
も

いし、又接種 した菌株 も前述のように檬々であつ

て、それに諸々の研究室で使用 している菌株とも

毒力の鮎では異なると思われるし、便 に同一の菌

株を使用して、同一の實験 をして転 其塵に多少

の差の出ることは避けられない。随つて、我 々の

ように稀繹 しても、必すしも、適當とはいかない

か も知れないが。
`IV

・ 総括及び考察

我々は接種する菌株の種類によつて、又菌量に

よつて、叉屠殺培養する迄の期間によつで、臓器

中の菌藪も》亦種々愛化するζとを知つた。又同 隅
一菌株でも、分離してからの経過 した年月によつ

て、菌数に著明の差の表われることをみた。 これ

らの菌の清長は、かなりはつきりしてお り、臨床

的所見が大差な くとも、又剖検時の肉眼的病攣が

大差な くとも、その間に判然とした菌歎の差のあ

るのが常である。随つて、菌の毒力の評債に定量

培養は、大 きな役目を演することが毘來るのでは

なかろ うか?'

伺ヤ動物實験に使用する菌株が、比較的毒力が
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岱弱いと、殊に菌接種後の期間がながいと、動物の

間に、か竣 りの菌歎の差が出て くるのを實験 して

いる。・又あまりに毒力が強いと動物は蜷死するも

のが多 くなり、實験の年確は期せ られない。随つ

丁接種に使用する菌株は・豫め豫備實験で毒力を

判定し、接種菌量を決定することが妥當である。

菌の浩長は、臨床所見とは卒行 しないで先行する

ものである◎ 軸
・V。 結 論

1)分離して間 もない菌株の接種による揚合と・

分離後、なが く保存 した菌株の接種の場合の臓器

中の菌数 を比較すると、前者の方が著明に菌数が
.多 レ・。又同じ菌株で も、なが く保存したものでは

菌数が少いし、 これを動物通過して接種 した もの
、

では、叉著しく菌藪が多 くなつて くる。

2)臓器中の菌の浩長は、臨鉢所見とは必すしも

卒行 しないδそして菌の動きは臨躰所見に先行す

る。

3)菌敷の計算出來る稀繹倍数は、接種する菌株

の毒力及び菌量、経過日数等で匿々である。

交 獣

1)小川、大島、鳴海 、未發 表『結核』に採載の豫定

結 核 の素 質 に 關 す る研 究

(母子 の關係 に つい:C第 →i報)

公衆徳生院微生徴生物學部

豫防衛生研究所結核部
～

川 村 達

近時・B・C・G接種後のツペルク リンxア レルギ くい髄質を實際上には問題にする必要がないこど

一は顕 鋤 魁 大醗 行して蔽 するものであ(3)
・を轍 しているが・～乞分な欄 は餓 ちれて

ると認められ①・接種後のツペルクリン(以下ツ いなかつた。

と略託)購 曜 さを期 的砒 轍 ることは、 從來調 人獣 みたツ鷹 の強さは
、糸吉灘 と

接働 灘 關する研究などに齢 τとりあげられ の結びつきに讃 値ある欄磁 見出すことカく困難

ているけれ ども・反面・その際a版 慮 の 強さ で
、むしろ非爆 的雄 質が多蝿 のとされXき

に・甚だ し咽 人的螺 があることは・常に遡 ているが(4)(5)、結核症の進展vak-bて 、アwV¥・
するとこ薫 あるに もかかわらす溢 子雌 猿の 一砧 める部分の大さと・ツ鷹 が もつ滴 嚇
騒 檜減力'B・c・GeetS後のツ鷹 哩 さと力励 異度襯 搬 は

、鱒 の方法、時僻 に考慮を加
密勘 縣 があること(2)・堰 接種では騰 しに 焔 ことにより

、新し臆 義親 出し得る可難

]■、、、 ・一・-i"F9_"
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のあることを考えさぜるもので、動物實験のよう、

忙條件が比較的揃つているときは、病愛 との關聯

も誰明されているし⑥、染谷①、千葉及び所澤(『)、

吉岡⑧等は 「陽韓時のツ反磨の強さと畿病 との關

係」を明らかに している。殊に、感染後早期のツ

反慮の強 さが結核において、一つの指標 となるこ

とは、動物實験で もみられることであ り、B・C・G

で も接種後、極 く早い時期のツ反慮の強さは、効
ゆ

果の問題をあつか う上に鋭敏な尺度 となるもので

ある。(10)(11)◎

著者は、撒多 くの集團でB.C.Gva關 する實験を

おこなつている間に、同一集團の中で も、接種後

のツ反懸の強さが、技術的條件を超えて個人的な

差異があり、所謂 「陽韓 しに くいもの」が、必す

しも偶然ではな く存在 し屡 々同胞の間にみられる

な ど、その一因 として、素質的な蘭係があること

に興味 をもち、吾 々が實施 した埼玉願高坂村の學

童 と全村の集團検診票について整理 をお こなつた

結果、(1)NB.C.G接 種後のツ反慮の強 さは、同

胞間で相似る傾向があ り、(駐)、 それが強い學童

が集積する家族程、ツ反慮自然陽性率 も高いが、
な

蛮病率は低 く、弱い學童が集積する家族程、この

關係が逆になることを知 り、民族衛生學會に稜表

した(m)。

今回は、このような反慮性の遇徳的關係を明ら

かにする手初めとして、母とその乳兜においてお
毒

こなつた實験について報告する◎

研 究 方 法

東京都内某匝の生後1ク 月乃至1ケ 年の乳見を

封象≧ した集團検診の際、同俘 の 母親 も共に、

2000倍 稀繹標準ツ液で皮内反鷹を槍 し、母子が共

丈 嚢赤9mm以 下の ものには、B.C.Gワ クチン

(ic,c.中 α4mg含 有)をO.1c.c.宛 、皮内に注射
の

し、母親が10mm、 以上のときは、焚赤9mm以

下ゐ、その乳兇に封 し、上記皮内法ギ又は飢切法

(1αα40mg舗 み チンを使用し1α5c血 の切

線 をもつ×印3ク を種痘用 ランセ)ソFで加えた。)
し ぴ

でB・C・Gを接種 した。接種部位は左上臆外側であ
毒

る 。.

そ の2ク 月 後 、 再 び 母 子 の桧 診 を お こ なb、

B.C.G接 種 者 に つ いて"2000倍 ツ反 慮 を槍 査 し

た。(以下接種前ツ反慮とは前の時期のもの、2ケ

月後ツ反慮とは後の時期の ものを指す。)

初めの強 診で陽性㊧者は、母子いすれ も、全員

X線 間接撮影をおこなV・、疑hLハ ものは直接撮

影によつて所見を確めた◎

既往歴は、血族者について詳細にとつた。

同時に實施 した榮養調査の成績 も参照し、検査

當時、明 らかに榮養が低下 しているもの、廣 く皮

膚病におか されているもの、及びB.C.Gの 接種を

前に受けた経験のあるものなどは、この成績から
'

除外 した。

貿 験 成 績

(1)母 子共た接種前 ツ反慮が9mm以 下で、

B・(〉.Gを接種 した ものは、200組 を超えたけれ ど

も、集計で きたものは62組 であつた。

その2ケ 月後ツ反慮の成績は、つ ぎのように、

陽性率、硬結鯛知率共母子間に差は認められない。

凝 肇(一)(+)㈲ ㈱ 計 眺 礁 墓調

乳 見1925996269.4%14・5%

母i親21181496266.1%14.5%

註:(一)獲 赤9nun以 下・(+)獲 赤10mm以

上硬結 なし

(尋)獲 赤10mm以 上・攣結 を漸 く鯛れ る程度

(帯)獲 赤10mm以 上 、 硬結 をはつ き り計測出

.來 るもの

(冊)二 重獲赤 、硬結 を共 にみとめ るもの

この反 磨 の強 さか らみ た成 績 を 、第1表Aの よ
ほ ノ

うに母子の相關でみると、母子が良 く相似た強 さ

飯 慮を示 していることが判るヵぐ これを、硬結

の 有 無 に よつ て 強弱.二群 に ま と め る ど第1表Bと
、 ＼

第1表A母 子共 に ツ反鷹9rnm以 下 の.ものにB・
C.G皮 内接種 をお こない、2ヶ 月後

ツ反瞳 の強 さの分布に よる母子の相

關表

毒＼ミli(一率+)睡)陣)1、 計

,

(一)i・2同 ・ い1 21

(+)い ト・い … 18

(赫)い い 」7い1 ユ4

… …

9(帯)回3い 国

計}・9125い い1 62

、

一10一
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第1表RA表 に つ いて 、(一)(±)及 び(+)を

r弱 」と し(赫)(冊)を 強 と して 合 計 し

X2繊 定 を お こ な う。 ギ

'『 子1

母 ＼ ＼ 」
・弱i 強 計

1

弱i 36i
{

3 } 39

強1 8{ 15 1
働

卿謙 23

_　 隔

計} 44i 18 62

n=1

xe=20.5 薪
掛

PくO.OOO1

(Yatesの 補正を加 う)

な る。 お につ いてX2槍 定 を お こな うと、統 計 的

に も極 め て 高 い有 意 性 が 示 され る。

(II)母 親 が 、接 種 前 ツ反 慮 陽 性 の 乳 兇 にB.C.

Gを 接 種 した群 の2ク 月 後 ツ反 慮 成績 は 、つ ぎの
　

よ うに 、(1)項 の もの と大 差 が なV・Q

器 慮の(一)(+)㈱ ㈱ 葡 計陽齢 雛 腸一
乳免 の2
ケ月後 ツ62403521ヱ5860.8%13.3%

反鷹

母親の接 評%種
前 ツ反0162935'78158100・071。5%鷹

・

(拘 、本 實 験 で は 、 爾 接 種 法 に よ る効 果 が 、陽 性

率 、硬結 鰯 知 牽 よ りみ て 殆 ん ど等 しか つ た ので 、

この項 の 成績 は爾 法 の もの の合 計 に よつ て"る 。)

上 の成績 に よ り第2表Aの よ うな母 子 の相 關 表

を作 る と、 自然 感 染 の母 親 が 、 二重 獲 赤 を もつ た

強 い反 感 を示 す ものが 多 い た め に ・第1表A程 明

瞭 で は なV・が 、乳 兇 のB.C.G接 種 後 の ツ反 慮 の 強

さと、 その 母親 の 自然 感 染 援 の ツ反 慮 の 彊 さ との 弓

糊 に も挙行 關 係 をみ る ことが 萬來 る◎ 同 搬 に して

糞 とめ た第2表Bに つ いてX2桧 定 を お こ な う

と、 この 關 係 が偶 然 では な い と考 えて良 い籔 値 を

示 す。

(III)・(1)の 成 績 か ら、 母 子 のB.C.Gに 樹 す

る反 磨 性 が 酷 似す る もの で あ り、(II)の 成 績 か

ら・ これが 自然 感 染 後 の ツ反 慮 の 強 さに も關 係 が

あ る こ と をみ た の ち、 前項 の 、 自然 感 染 陽 性 の母

親 を・各 々の乳 児 の2ケ 月 後 ツ反 慮 の強 さに よつ

て4群 咋 分 け 、 その 胸部X線 爲 貫 の結 果 と、確 實

な 既往 症 を調 査 し て 糞 と め た成績 が 第3表 で あ

る 。 ・

観

麟

第2表Aツ 反鷹9職 以下 の乳見 にB・C・G

を接種 した後2ヶ 月の ツ反懸 の強 さ

の度歎分布 とそめ 母親の 自然陽性 ツ

反鷹 の張 さの度敷 分布 の相關表

眠

母 雪(一率+率 琳 借)1 計

(一) 1・2い レ ・1 ・1 16

(+)
い3i8}8i

0 29

(卦) 糎 い■ 門 引 3δ

拳

(帯) 12:中811g!・8 L 78

輌 計

,i6214・i35{
21 158

7

第2表 鼠A表 について

子に(-X±X+)を 弱

(荘)(偲ウ を強

悔 母は(+)(十X班 つ を弱
(帯)を 強 として

合計 し、X2検 定をおこな う一
噸

弱 61 ユ9 80

強 41 37178

計 102 56 158

n=1

Xit=8.67

か く0。0033

(Y盆tesの 補 正 を 加 う)

第3表Aは 、銑BC.G接 種後ソ反慮が弱い乳兇の

母親は、結核性攣化を螢見する率が比較的多 く、

しか も、悪い経過 をとつている ものが少くないの
　

に反 し、接種後ツ反慮が強い乳見の母親程、結核

性所見稜見率が減 るとともに、完全な石次化竈を

礎 して治癒 しているものが多く、結核感染に際 し

極めて良性の経過をとる傾向が強いことを物語つ

ている6第3表Bに つbて おこなつたX2検 定の

Pの 値は、矢張lj極 めて高い有意性があることを

示 している。

結 語

以上の成績を総括すると、

(1)乳 兇にB.C.Gを 接種 した後のツ、ア レ・レ

ギーの強さにみられる個人差は、母親のそれに強
醜

く支 配 され る もの で あ る こ と◎

(2)B.CGに 封 す る、か か る反懸 性の 強 弱 は

'

一11-・
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第3表Aツ 反懸9mm以 下乳見にB.C.Gを 接種 し、2ヶ 月後 に ツ反塵 を瞼査 し、

そ の張 さによ り既陽性の母親を、4群 に分け 、その各群について胸部
X線 所見及 び確實 なる既往症の数 を比較す

母 親 の 群 別il{IINIrv合 計

その乳兜のB・C・(樋 後2ケ 肋 ツ購 の強さ.1(一)1(+)1㈱ 睡)㈱(野 繍%)

母 縦 購 見鐵 ないもの ・ ㌔ 月'421241・61・71(18:9,19

結 完全妬 鞭 颪 頑 繭 もの(b){・1・13131(鼠 、)

鞭 灘 欝 藷iilll≒,i葦
11Lsiiz!ii8繊 雛 羅ll:藷1:閣

(21祭{(、淵(器
緬 轡 。162い ・ い5い ・1・58

第3表B毎 親の群別はII群 を弱 、Irv群 を強 と し、所 見については(aXbX。)を

転 ㈱ を男としてまとめ噸 定をおiな う
、 ゼ

'

丁見 避1弱 酬 計n-・1

・
_a」174い2い 皇6叢 鵡.

重}28}4132(Y
ate8の 補正を加 う)

計 い ・31561・58・ ㌧

塞

自然 感 染 後 の ッ・ ア レル ギー ρ強 さと も關 係 が あ

る こ と。 ・ ・

(3)そ れは更に、結核の素質ともかな り密撞

な關聯があつて、B・C・G接種により、強いッ・アレ

ル ギーが禺來 るものは、自然感染に封 して抵抗力

が彊 く、しからざるものは畿病の危瞼が相當に大

きい ものであること。

などが考えられ るが、結論に至るには、結核症

の経過や、ツ反慮の強さを左右する條件が複雑で

あることと、この實顛の封象が、乳見とその母親

とい う、特殊な歌態にφるものに限られているの

で、これらの職について更に槍討する必要があろ

う。 尊'

結核の素質については、稜病、病型若 しくは死

亡を基 とした寸Diehlu・Verschuerを は じめ・貴

重な業績があるが、著者は二回にわたる報告にお

いて、B.C.G接 種後のツ、ア レルギーの強さを指

標 として問題をとりあげた。一般にア レルギーが

素質と深い關係にあることが認められて、その遣

傳について も、論議 されている今 日、以上の成績

は、結核の素質を研究する上に、有力な手段を提

供ヂるものと考えられるので、廣 く且つ確實な追
ノ ぐ

試がおこなわれることを希望する。
ノ

終 りにのぞみ、御懇切な御指導 をい ただいてい る・柳
も

澤謙 博士、染谷四郎博士、並びにX線 窩眞の護影その他

に直接指導 を賜 つた、東大 岡治道教授 に、謹 んで敬意 を

表す ると共に、常 に協力を惜 しまれ なかつ た、重松、淺

見、大八木の三氏 をは じめ、多 くの方 々に感謝す る◎

・ 引 用 交 献

1、 細 沼 榮 一:結 核 、22、7、8合 併 號:1紬12、 和22

2、 釜 子 義 激:醤 學 と生 物 學 、6-6合 併 號:315一
タ

316、 昭22

3、 盆 子 義 教:B.C.G再 接 種 に關 す る研 究,、 厚 生 省 研

究 所 印励 物:昭19

4、 苅 剖 一 衛 他:結 核 、19:507・V511,昭16

5s小 代 光 輝:醫 學 と生 物 學 、10;197～200

6、 柳 澤謙 他:醫 學 と生 物 學 、6、4～6合 併 號:313-

一12-一 一
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314、 昭23

7、 染 谷 四郎:日 本 臨 床 、2:516・V522、 昭19

8、 千 葉 、所 澤:結 核 、22:147～161、 昭19
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抗酸惟菌の集落形態に關する研究

九州大學醫學部細菌學教室(車任 戸田忠雄教授)

九州大學醫學部第一内科教室(主任 操 坦道激授)
ぷ ゆ

大學院學生 阿 武 壽 人

(本論文の要旨は昭和23年1月 輻岡馨學曾第377周例禽において獲表し売。)

抗酸性菌の集落形態に重顯をおいた研究は甚だ 調等は後出の長を参照されだい。集落形態は同一

少いので次の2通 りの實験 を行つた。 菌株で も嚢育につれ非常に攣化する事が多いが襲

O・ 育の限度に迄達したものは次にのべる11種 類に1岡片倉培
地 上 の集落 形 態 分れた6初 嘲集落はR型 では不正圓形粗縫乾燥無

抗酸性菌は菌腿が密集する傾向が強く分離培養 光澤、Im型S型 では図形露滴駄卒滑温潤光澤ぷ,

の當初及び集落解離を試みる時以外に輩猫集落を あるがlm型 のものはその後構造が複雑とな り光

みる事は稀れで長崎、布原σ)、豊野(2)等の獲表あ 澤 も減少する。 銑

るのみである。私は現在庚 く使われている岡片倉R1型 中央部 は紐を無秩序に丸めた様な形を
も

培地に稀繹培養を行い軍猫集藩の性歌特にその形 噺呈し周園に邊縁不整、放射妖に走る多藪の小鍛 を

態 を比較研究 した。 もつ裾野厭の部分がある。蛙 ジクィ、長崎95、 人

貿 験 方 法 非5、 木戸白、尿S、 チモテイR、 牛腺■Rの 諸

非病原性菌は1～2週 聞、病原性菌は3～4週 ・株が これに屡 し直径10mh位O大 きさとなる。

間培養 したものを2mmの 白金耳で1,白 金」,¥量と(以 後この2項 目は麺孤内に略記)

り乳鉢にいれ生理的食盤水を滴下 しながらすりっ ・R2型 始めはR4型 同様であるが後には中央

ぶす。2重 にした定量分析用濾紙を小漏斗に装着 部はほぼ午担な壷i地歌 とな り周園に網歌乃至樹枝

し試験管 口忙のせて濾過すると一見水様澄明な菌 欺構造を呈する裾野をめぐらす様になる。邊縁に
の

液が得られる。食盤水の量は適當藪の孤立性集落 は不規則な鋸歯猷の臨入がある。(106XX、Mb肋

が得ちれる様に菌株により加減を要する。 この菌 膜株・10mm位 ◎)
　

液を2㎜ の白金耳に1白 金耳量とり岡片倉斜面 皐3型 撒掴の豆歌隆起炉低い同心圓性に走る

培地にぬ リバラフィ ンで封 じ37◎C艀 卵器にいれ 輪環歌犠凹みのある裾野の中央に存在する。邊縁

非病原性菌は3～5週 間、病原性菌は8週 間位培 は大髄圓形であるが多少は不整な出入がある。(S

養する◎,t12株 、6㎜ 位。)

,貿 験 成 績R4型 申心部は陥凹周園は火 口壁猷に もりあ

1非 病原髄 ・蛙 ジクィ・踏95・106XX、 が り・これ を上からみれば軸 した環鉄の堤防の

920・,923B、 内 田D、 人 非5、,Mb肋 膜 、XS、 石 檬 に み え る。(内 田D株 、2～3mm)'

川・人非3恥 拠 訟 本・木戸・S・5!S・2.・m・ 型 李担姻 灘 地の騒 妙 藪の鮒

S50B・ チ モ テ ィ・ 牛 蹴 ・ スx・e'"「tl・B101へ 状 畷 の あ る襯 が で き る・盛 地 と裾 野 との 境 界

B102・ZlB・72Aの24淋 を用V・友。由來色 はFAwaで 奪縁には撒個の陥入があ り菊花駅を呈す
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